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テーマ・選定理由

社長より指令発動

『補色をしなくてすむように静電
までの完成度を上げてください』
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STEP2 現状把握（R2年8月）
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その他の時間が約５割１０分

５分

４分

検品、木口塗り、抑えで約５割



STEP3 目標設定

①補色工程にかかる時間を20％削減する

【２つのポイント】

・製品の完成度を上げる

・補色作業に集中出来る時間を増やす

4/21



STEP4 要因解析
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STEP4 要因解析（なぜなぜ分析）

①

②

③

④⑤

④

⑤

⑥
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⑦

ＮＧ



要因解析（なぜなぜ分析）のＮＧ項目をＱＣ活動計画表に落とし込んで
対策立案、対策実行を行いました
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STEP5 対策立案（目止め）その①

目的：検品時間の短縮

色ブレを防ぐ（安定させる）為に

①塗料の作り方を変更する

②見本に合わせて調整する

③色をつくる秤を統一する

④色を決めた際の再現性を確認する
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①

②

③

④

ＮＧ

製品の完成度を上げる

色ブレに着目！！



STEP5 対策立案（目止め）その②

目的：補色時間の確保（＝その他の時間短縮）

⑤色確認を目止め作業者のみで確認する
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スキルアップ！！
まずは自分で考えよう



STEP5 対策立案（静電）

目的：検品時間の短縮

④⑤表色見本を作製して運用する

⑥敷板を色々試してみる。
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④⑤

⑥

製品の完成度を上げる！



STEP5 対策立案（補色）

目的：補色時間の確保（＝その他の時間短縮）

⑥朝のミーティングを有効に活用する方法を考える
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前後工程で連携！
チームワークが大事！



STEP6 対策実行（目止め）

①塗料の作り方を変更

②見本に合わせて調整

・濃度調整
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対策前

色（単色）を直接投入

ブレやすい

色を作って投入

ブレにくい

対策後
目止め剤

目止め剤



STEP6 対策実行（目止め）

③色をつくる秤を統一

秤が0.5g ⇒ 0.1gから測れる秤に統一
（※目止めだけでなく静電、補色も統一）

④色を決めた際の再現性を確認

一度決めた色を再度作り直す
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精度を上げる！



STEP6 対策実行（目止め）

⑤色確認を目止め作業者のみで確認
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色は大丈夫かな？

スキルアップ！！



STEP5 対策実行（静電）

④⑤表色見本を作製して運用
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静電塗装前 静電塗装後

表色見本（色：Ｕ５９６）

２．１％
（色濃度）

【表色見本の運用方法と濃度決定までの流れ】

①投入前 指図書にて目止め担当者からの情報確認

有 ⇒ ②へ / 無 ⇒ いつもの濃度で塗装

②投入前 表色見本にて色味確認 ⇒ 濃度決定

③投入後 実際に塗装したテストピースにて色味確認

⇒ 本製品は必要に応じて塗布量にて微調整

とにかく確認！
濃度超えにビビるな！



STEP5 対策実行（静電）

⑥敷板を色々試してみる

３種類で比較検討

黒のプラダン、白のプラダン、段ボール

黒のプラダン、段ボールが色ムラ起きにくい

段ボールでの運用開始

（Ｒ21年4月16日～）
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次回に期待！



STEP5 対策実行（補色）

⑦補色完了日一覧表を準備し、以下の項目を全員で
共有することにした

・補色完了日

・注意点

・人員配置 等
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補色完了日一覧表

朝のミーティング風景



STEP7 効果確認と波及効果 その①
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その他の時間は５０％削減に成功
全体で２２％削減に成功

１０分

５分

４分

５分

５分

５分

有形の効果
前 １９分 ×１分 × ５５円 ＝１０４５円

後 １５分× １分 × ５５円 ＝８２５円

１平方mあたり２２０円の削減に成功

仮に1日20平方m×20日仕上げたら

88,000円の削減となりま

す



STEP7 効果確認と波及効果 その②

目止め、静電、補色以外の仕事に費やす時間が大幅に増加

【有形の効果】
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【無形の効果】

・チームワークがよくなった

・作業者一人ひとりの責任感が向上し、当事者意識
が向上した

R3年2月



STEP8 歯止め（標準化と管理の定着）

決まりは守ろう！
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ご清聴ありがとうございました
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